留置所とは（水野）
　留置所とは留置場または留置施設の俗称であり、刑事訴訟法の規定により勾留される者や警察によって逮捕された者が収容される施設である。
　刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律は、被疑者を勾留する場所として刑事施設（拘置所および拘置支所）を予定しているが、同時に警察署の「留置施設」を刑事施設として代用することも認められており、この留置施設を（監獄法廃止前は代用監獄と呼ばれていたが、）代用刑事施設とも呼ぶ。
　留置所が代用刑事施設として用いられると、拘置所と違い、警察が自由に被疑者を取り調べることができるので、冤罪を生みやすいとして代用監獄問題として批判がされている。この問題に対して、警察の恣意的な取調べを避け、裁判所で公平に審判するために、逮捕がなされたら、留置所からいち早く拘置所に移すべきだという主張もされる。
私見
　警察官が専属で被疑者を取り調べることができる留置所の存在によって
、自由権が侵害されるおそれがある。また、代用監獄は1976年に発効した国際人権（自由権）規約に違反しており、国際法規を守るためにも日本政府は代用監獄という制度をやめるべきだと言うこともできる。しかし、被疑者の家族がやってきやすいことや、拘置所の数の限界から一概に留置所を廃止すべきということはできないように思う。冤罪を生むような取調べを防ぐ別の制度を設けるべきではなかろうか。
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�何か、他にもっと重要な権利侵害はないのだろうか…


「黙秘権」を挙げるのは、ちょっと不自然な気がする。





